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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	小学校第２学年　　道徳

	２　ねらい
	・働くことの意義を理解し、すすんで働こうとする気持ちを育てる。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・人として生きていく上で、仕事に誇りと喜びを見いだし生きがいをもって取り組むことは大切なことである。働くのは、生活のためだけではなく、自分の責任を果たすという意味があることも自覚させる必要がある。
・本実践では、仕事を最後までやり通すことで、「やってよかった」というすがすがしさと、相手に喜んでもらえた満足感を得られ、働くことの意義や役割を理解するというキャリア教育の視点から、価値ある題材である。







たんじょう日のプレゼント
１　学年、教科・領域　　　小学校第２学年　　道徳【4-(2)】
２　本時の目標

（1） 働くことの意義を理解し、すすんで働こうとする気持ちを育てる。
（２）「キャリアプランニング能力」＜働くことの意義や役割の理解＞
３　準備

　○　資料「たんじょう日のプレゼント」（出典：あかるいこころ）
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　お父さんやお母さんの誕生日にどんなことをしてあげたいか発表する。

　・肩たたき　　・食器の片付け

　・そうじ　　　・おふろ洗い
	○物をあげることだけが誕生日のプレゼントではないことを確認する。

	２　資料を読んで、「ぼく」の気持ちを話し合う。

(1) どろだらけのくつを見たとき、ぼくはどんな気持ちだったでしょう。

・大変そうだな。

・きれいになるかな。

・きれいになるまで頑張るぞ。
(2) とても疲れて、もうやめたくなったとき、ぼくはどんな気持ちだったでしょう。

　・もうやめたいな。

　・もう少しだから頑張ろう。

(3) お母さんに「おたんじょう日のプレゼント、ありがとう」と言われたとき、ぼくはどんな気持ちだったでしょう。

　・頑張ってよかった。

　・お母さんに喜んでもらえてうれしい。

３　学校や家で頑張って仕事を最後までやりとげたとき、どんな気持ちになったかを発表する。

・お手伝いをしてお母さんから「ありがとう」と言われて、うれしかった。

・おふろ洗いをして、ぴかぴかになったので気持ちよかった。
	○どろのついたくつを用意し、仕事の大変さを実感させる。

○大変そうだという思いと、頑張るぞという２つの思いがあることを押さえる。

○やめたいという気持ちと最後まで頑張りたいという両方の気持ちに共感させる。

○最後までやり通したすがすがしさと、母親に「ありがとう」と言われたときの喜びに気付かせる。

◎頑張って働いたときの役に立てたという喜びや満足感を思い出させる。
☆働くことのよさを感じ、これからもみんなのために働こうとする意欲が高まったか、発表内容から判断する。

	４　教師の話を聞く。
	○仕事をして他の人に喜ばれたり、満足感を味わったりした話をする。








「たんじょう日のプレゼント」





No.15











＜家庭での


お手伝い＞








題材名





＜生活科＞


みんな大きくなったよね








本実践





＜学級活動＞


学級の係をきめよう








係活動や当番活動、家庭でのお手伝いなど、児童の日常の様子を観察し、認めたり励ましたりして継続的に指導していく。








＜道徳＞


4-(2)


よいと思うことはすすんで行う








係活動や当番活動などへの自主的な取り組み














「たんじょう日のプレゼント」（道徳）


(1)　働くことの意義を理解し、すすんで働こうとする気持ちを育てる。


(2)　キャリア教育としての目標


「キャリアプランニング能力」


＜働くことの意義や役割の理解＞











